
最優秀賞（内閣総理大臣賞）受賞
【小学生部門】◆福岡県　

退
たい

院
いん

から一
いち

年
ねん

たって
大
おお

野
の

城
じょう

市立大
おお

野
の

東
ひがし

小学校　六年

加
か

籐
とう

　灯
あかり

　私は小四の時に交通事故にあいました。気がつ
いた時は、自分で動くことも、口から食べること
もできませんでした。だから、ベットと車いすの
間の移動はだっこをしてもらって、食事はチュー
ブを使っていました。二つの病院に入院してち
りょうとリハビリをがんばって、八月一日で退院
から一年たちました。一年前とくらべて、いろん
なことができるようになったと思います。たとえ
ば、少しだけど歩けるようになりました。忘れた
ことが多くて、最初の病院でのことは、リハビリ
の先生のことしか覚えてないけど、その先生に会
いに行ったら
　「すごいね。びっくりした。」
とおどろかれました。また、手のふるえも止まっ
てきて、おはしやハサミも一人でつかえるように
なったし、小さなマスにもだいぶん字が書けるよ
うになってきました。大好きな剣道のすぶりも車
いすにすわっていたら一人でできるし、お母さん
についてもらったら、切返しもなんとかできるよ
うになりました。学校も、最初は四、五時間目と
給食時間だけ行っていたけど少しずついられる時
間が長くなってきました。他にもいろいろあるけ
ど、多くの人に助けてもらっていると思います。
特にリハビリの先生方と学校の先生方には感謝し
ています。

　忘れてしまったこともたくさんあるし、新しい
ことも覚えにくくなったけど、ゆっくり教えてく
れてありがとうございます。またみんなと一緒に
学校生活が送れるように剣道をできるようにこれ
からも一生けん命がんばっていくのでおうえんよ
ろしくおねがいします。

【中学生部門】◆岐阜県
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　私の母さんは障害者です。母さんが私の知って
いる母さんではなくなったあの日から、私は大切
な人を失い、大切なことを学びました。
　母さんはいつも笑顔が素敵で気前のいいお喋り
な人でした。いつも家族のことを第一に考えてく
れて本当に私達のことを愛してくれました。私が
小学校低学年の頃、人見知りで友達のつくりかた
も知る由もなく一人ぼっちでした。それがすごく
辛くて「どうして私には友達がいないのっ…」「ど
うして一言『遊ぼう』が言えないのっ…」と辛かっ
た時、母さんは「無理して友達なんかつくらなく
ていい。無理してつくる友達は友達じゃないの。
一人を楽しんでみるのもいいんじゃない？」
と、笑顔で私を抱きしめてくれたのを今でも思い
だします。いつだって母さんに抱きしめられると
体だけでなく心までも抱きしめられる感じがしま
した。どんなに辛くても、苦しくても、母さんが
いたから頑張ることができました。母さんの笑顔
は周りを和やかにし、いつだって輝いていました。
　幸せだった私達家族の運命をかえることになっ
た夏休みの日の夜、私は忘れたくても忘れること
が許されない、一生後悔することになる日になり
ました。突然母さんが立ち上がれなくなり、喋る
こともままにならない状態になりました。明らか
に母さんの様子がおかしいと思い、インターネッ
トを使って調べてみたところ脳梗塞でした。あの
時急いで救急車を呼んでいれば…と、今でも胸が
苦しくなります。私は救急車を呼ばず、明日の朝
でも様子がおかしかったら救急車を呼ぼうと思い
明日を待ちました。母さんの様子を確かめに行っ
たら、そこには、私の知っている母さんはいませ
んでした。目の焦点も合わず言葉も話すことがで
きずまるで人形のようで私がしでかした事の大き
さに言葉がでませんでした。母さんに下された診
断結果はやはり脳梗塞で、その後遺症は右半身不
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随、失語症などで一人で生きていくことができな
くなりました。母さんと再び会ったのは一ヶ月後
のことでした。その時の母さんは、いっぺんに話
しかけても理解することができなかったので、
ずっと「今日は四十度越えて暑かったんだ。」「こ
こは涼しい？」「困ったことはない？」と聞くと
母さんは、首を使ったりしたりして反応してくれ
ました。少し不安があったのですが、母さんに「母
さん、私達のこと…覚えてる？」の問いに母さん
は、私達の顔を見て、「うん」とともに首を縦に振っ
てくれました。その瞬間、私は耐えきれず母さん
の手を握りながら泣き崩れました。その間母さん
は、力強く私の手をずっと握り返してくれました。
母さんが私の知っている母さんではなくなって
も、その様は昔、いつも私を抱きしめてくれ、心
も体も母さんに守られている気持ちになりまし
た。…言葉のつながりを断ち切られても、母さん
と私達家族の心のつながりは強く、太くつながっ
ていることを学びました。
　あれから、もうすぐ一年が経とうとしています。
母さんは半年間のリハビリをし、杖は必要ですが
歩けるようになりました。会話はまだ上手く話す
ことは出来ませんが、少しずつ少しずつ話せれる
ようになっています。たった十四年間しか母さん
との想い出がつくれず幾度も「…たら」「…れば」
と思うことはありますが、これからは今まで母さ
んに守られていたので、今度は私が母さんを守り
ます。母さんから学んだ「心のつながり」を私の
夢である「先生」で未来のある子供達に伝え、心
と心のふれあいをしていくのだと母さんと手を握
りあったあの日、心の中で誓いました。

【高校生・一般部門】◆鳥取県
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　私の妹は、療育手帳を持つ知的障がい者である。
一歳半に高熱を出し、髄膜炎に罹った脳への後遺
症であるらしい。妹の障がいを簡単に言えば、知
能は二歳、身体は三十八歳で介助が必要な大人で
ある。このアンバランスさが妹にとっての障害で
あり、社会における生きづらさなのだろうと思う。
　私は決して優しい、いい姉ではない。お互いに
幼かった頃は一緒に遊んだり、出かけたりしたが、
私が周囲の視線を気にして、妹と一緒に歩くこと
を避けた時期もある。妹の事は隠したわけでもな
いが、誰かにわざわざに話さなくてもよいことで
あった。いちばん近くにいる向き合いたい家族な
のに、距離を置いていた自分がいる。いつも真っ
直ぐに一生懸命に生きている。そんな妹「ゆかちゃ
ん」を母は「天使みたいな子だよ」と言う。
　やがて私は結婚して、妹と離れて暮らすように
なった。新しい家族もできた。もうすぐ四歳にな
る息子は、自分のことを「チィ」と言うので私も
そう呼んでいる。息子が産まれる時、妹は母と一
緒に病院の分娩室に来た。母が居るところには必
ず妹がいる。痛がり苦しむ私のそばで、妹はわけ
のわからないことを言っていたが、それが彼女な
りの私への応援だったのかもしれない。我が子が
生まれ、ふと思ったことがある。私は妹の障がい
をこの子に何と伝えればよいのだろうか。息子に
とって叔母にあたるゆかちゃんを息子は『何か
ちょっと普通と違う、ヘンな人だ。』と思う時が
来るのだろうか。その時、私は息子に何と言うの
だろうか。これまで妹と知らずしらずのうちに距
離があった私は、妹ともっと近くで関わりたいと
思った。息子の誕生と同時に、妹がいる家の隣に
住み、物理的な距離はもちろん、心の距離を縮め
たかった。関わると言っても、妹と一歳にもなら
ない息子と私が、ただ毎日を一緒に暮らすだけ。
手のかかる子どもが二人いるみたいだった。息子
をベビーカーに乗せ、ゆかちゃんはその横でベ
ビーカーにつかまってボチボチとゆっくり歩く。
妹と並んで歩くのも久しぶりだった。息子が六か
月を過ぎた頃から、自分にひとつも声をかけない
妹を息子は不思議そうに見ていた。妹が近付くと
怖がり、私の後ろに隠れたこともあった。人見知
りにしては長い。妹を見ると「怖い」と言うよう
にもなった。私は「怖くないよ。ゆかちゃんは優
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しいよ。」と繰り返し息子に言った。それからも
ずっと妹と息子と私は一緒に過ごした。妹の新た
な一面も見られるようになった。息子が泣けば、
妹はおむつを持ってきて、換えようとしていた。
上手く換えられない。息子は泣く。ずいぶん手間
はかかったが、こうした二人のやりとりを何度も
重ね、大切に見守り続けた。いつも息子は、ゆか
ちゃんをじーっと見ていた。妹がお風呂で介助さ
れる姿も『大人なのに、なぜ一人で出来ないのだ
ろう？』と言っているかのように、じーっと、じっ
と見ていた。息子が三歳になり、言葉を話し始め
た頃のある日、「新幹線に乗りたいね。」と話をし
ていたら、「チィは誰と行くの？」と尋ねると、
「チィはね、トントンとタンタンとばあばんと、
ゆかちゃん。」
　「ゆかちゃん」息子が初めて妹の名前を口にし
た瞬間だった。息子は「ゆかちゃん」の存在を避
けずに受け容れている！彼の発達段階でゆっくり
と時間をかけて「ゆかちゃん」の存在を受け容れ
たことが私は嬉しかった。
　「ゆかちゃんはね、ゆっくり歩くからね、チィ
もゆっくり歩くの。」と息子は続けて言った。
　これは、障がいに対する同情ではない。三歳の
息子が障がいを理解し、障がいのある妹に寄り添
う言葉が自然に発せられたのだと思った。息子に
人への優しさが育っていることもまた、嬉しかっ
た。四歳を前にした今では、息子が言う。「ゆかちゃ
ん、お茶はちょっとずつ飲んでよ。（水筒のお茶を）
ぜーんぶ飲んだらいけんで。」と。いつも自分が
言われているのに、妹のことを気にかけ、接する
姿はお兄さんみたいだ。そうか。ゆかちゃんの内
側は二歳のままならば、チィはもうゆかちゃんよ
り年上のお兄さんになったんだね。

　「障がいのある人とのふれあい」それは特別に
何かをしなくても、日常の中にあった。褒めると、
にこっと笑う。怒ると「もうやめて。」と言うか
のように見つめられた。ぎゅっと抱きつかれたと
きは、『怖い思いをしたのだろう。』とハッとして
気付く。日常の暮らしにはそうした一瞬がある。
そうした瞬間的な心の重なりを「ふれあい」と呼
ぶのかもしれない。些細なしぐさや視線、表情を
見過ごさずに受け止められる自分でいたい。一瞬
の「ふれあい」は弱いかもしれないが、積み重ね
ていけば、もっと強い絆になるだろう。
　鳥取県が取り組む「あいサポート運動」は、障
がいの特性を理解することから始まり、障がいの
ある人とない人が共に生きる社会をつくるための
取り組みである。決して「してあげる」という押
し付けではない。私は、息子の姿から障がい、そ
して障がいのある人をありのままに受け容れる姿
勢とその過程を学んだ。障がいを理解させるため
に、言葉の説明なんて要らなかった。まだ言葉も
発しない幼い息子が障がいを理解できたのに、人
はなぜ心にバリアを張るのだろう。障がい者の姉
である私は、いつからなぜ妹と距離を置くように
なっていたのだろう。私の心の中で絡まっていた
糸がすぅっと解けていく気がした。
　これから先に息子が成長していく途中で、妹へ
の見方が変わったり、妹と接する距離が変わるこ
とがあるかもしれない。その時が来れば、息子は
もう覚えていないかもしれないが、ゆかちゃんと
チィが互いに優しく接していた日々のこと、息子
が初めて「ゆかちゃん」と言った時のやりとりを
しっかりと息子に伝えようと思う。そして、母が
私に言ったように、私も「ゆかちゃんは、天使み
たいな大人だよ。」と言うのかもしれない。
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優秀賞（内閣府特命担当大臣賞）受賞
【小学生部門】◆宮崎県
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　今年の夏、ぼくたちは、ぼうけんをした。まず、
じしょで調べたら、ぼうけんは、
　「あぶないことをすすんでちょうせんすること。」
と書いてあった。ぼくたちは、海に行くことにした。
　ぼくたちは、海を地図で調べた。ぼくたちがす
んでいるさいとには、海がない。高なべ町まで行
くことにした。ぼうけんだから、自てん車で行き
たかった。でも車で行くことにした。お母さんが、
口を出さないと言ってたのに、
　「自てん車じゃ日がくれる。」
と言ったのでガマンした。
　そして車で行った。30分くらいかかったのでや
はり自てん車にしなくてよかった。ぼくたちは車
の中で話しながら、ドキドキしていた。友だちと
海で遊ぶなんて楽しみすぎる。
　でも、ぼくには心ぱいなことがあった。三人で
けんかをしてしまうことだ。海についたら、ぼく
は、ほちょうきをはずさないといけない。ほちょ
うきがないとぼくには声がきこえない。何を話し
ているか分からない。ぼくは、イライラしてしま
う。手話で話してほしいけど、あんまり上手につ
たえられない。ぼくは、二人の顔をしっかり見よ
うと思った。心ぱいよりもワクワクの方がずーっ
と大きかった。
　車のまどから海が見えて来た。ぼくたちの気持
ちは、
　「早く海に入りたい。」
それだけだった。
　ぼくはほちょうきをはずした。もう心ぱいなん
てなかった。三人で走って、入った。なみは、大
きくて強かった。三人で高くジャンプした。三人
でなんどもなんどもジャンプをした。いっぱいこ
けていっぱいわらった。なみはしょっぱくて目に
入ったらいたかった。ぼくたちは楽しくてたまら
なかった。二人の顔を見たら、あったかい顔をし
ていた。大きな目をあけて、大きな口をあけてわ
らっていた。ぼくたちは心が通じていた。
　つぎに、すなはまで遊んだ。バケツにすなを入
れてしろを作った。スコップがないから、われた
竹をひろって来た。そして、三人で色々な形の石
や貝がらをあつめた。大きな貝がらやおにぎりみ

たいな石もあった。くずれた時は、けんかじゃな
くみんなで大わらいした。
　ぼくはイライラしなかった。あぶない時は、手
でバツをしてくれた。しろがかんせいした。
　さいごにまつぼっくりをのせて、三人で
　「ヤッター。」
とさけんだ。
　ぼくたちのぼうけんは大せいこうした。今年の
夏休みで一番の思い出になった。ぼくたちは、
ずーっと友だちだ。

【小学生部門】◆岐阜県
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　ぼくには、遠くに住んでいるおばあちゃんがい
る。おばあちゃんにはしゅ味がたくさんある。あ
みものにクロスワード、童よう、そして手話。ぼ
くの家族にも親せきにも耳に不自由な人はいない
のにどうしておばあちゃんは手話を勉強している
のだろう。夏休みに遊びに行った時に聞いてみた。
　手話を習ったきっかけは、昔おばあちゃんが働
いていたお店で、お客様が帰る時にたったひとつ
「ありがとう」と手話で話したら、その方がとて
もすてきな笑顔を見せて喜んでくれたそうです。
たったひとつの手話での笑顔が忘れられなかった
こと。病院の受け付けで困っていたこと。駅のホー
ムで電車がおくれているアナウンスが聞こえず待
ち続けている方を見たこと。そこで、今必要な情
報をすぐに伝えてあげれたらなあ。と思ったそう
です。
　ぼくたちが一年生の時に「あいうえお」を習っ
たように手話にも「あいうえお」がある。ぼくは
まず「いとうだいご」をどうやってやるのかを教
えてもらった。ふ段使ったことのない指の形や向
きや動きがあって、頭で思っていても指が思うよ
うに動かずに首や体をくねらせなくてはできない
くらいすごくむずかしかった。一文字ずつだとと
ても大変で時間がかかる。けれど、もっと早くス
ムーズに伝えるように例えばおばあちゃんがお客
様へやった「ありがとう」と言う言葉をひとつの
動作で表現する方法もある。左手を曲げ胸の前に
持って来て右手で左手の甲を軽くチョップする。
これが「ありがとう」となる。
　おばあちゃんが手話の勉強を始めてもう９年目
らしい。今では手話ができる人が働いているお店
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として耳の不自由な方がおばあちゃんを訪ねて来
店されるらしい。みんなにこにこして楽しく明る
く元気に帰って行かれる時におばあちゃんは
「もっともっと勉強しよう」と思うらしい。今年
六十九さいのおばあちゃんだけど手話検定を受け
るために勉強している。きっかけは人の役に立て
たらいいな。と思ったことだけどすっかり自分の
楽しみになっている。
　今年もおばあちゃんは手話をしながら童ようを
歌ってくれた。ぼくが聞いてもすぐに手話で教え
てくれる。だけどむずかしくて困っていると、
　「大丈夫。ちゃんと上手くできんでも伝えよう
とすれば伝わるんよ。それにわかってあげようと
心を開けば伝わってくるんよ。」
と教えてくれた。おばあちゃんの手話は、いつ出
会うかわからない方々への心の準備だ。
　困っている人にすぐに手を貸せるようにぼくも
心に準備をしよう。
　今年も駅での別れは扉が閉まってからの「あり
がとう」と「大好き」ぼくが覚えた最初の手話だ。

【小学生部門】◆名古屋市
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　Ｔ君とは、小学一年生の時に虫採りを通して知
り合った。友だちになってから、今年で六年目だ。
ぼくたちは同じ学年だけれど、一度も同じクラス
になったことがない。なぜなら、Ｔ君は特別支援
学級に通っているからだ。Ｔ君は障害をもってい
る。障害名はくわしく分からないけれど、大勢の
人と一緒に活動したり、人と話したりすることが
苦手だ。そして、人が大勢いる前では笑わない。
出会ったころは、はずかしがり屋の子なのかと
思っていたが仲良くするにつれて、Ｔ君に障害が
あることが分かった。でも、ぼくは、そんなこと
は全然気にならなかった。
　ぼくがなぜＴ君のことが好きなのかというと、
まず、名前が似ているということ。名前の漢字が
同じなのだ。しゅ味が同じことも、仲が良い理由
だ。ぼくとＴ君は、昆虫と魚でつながっている。
ぼくが、Ｔ君に魚のことを教える。Ｔ君は、ぼく
の話を真剣に聞いてくれる。そしてＴ君はぼくに
昆虫のことを教えてくれるのだ。Ｔ君はまるで昆
虫博士みたいだ。それから、性格もちょっと似て
いるところがある。大勢の前で話をするのが苦手

なところは、二人とも似ている。Ｔ君は絶対にい
やなことをしない。ぼくが友達にイジメられてい
た時も、Ｔ君は一緒にいてくれた。だから、Ｔ君
が友達に嫌がることをされたり、困っていたりし
たら、ぼくはＴ君を助けるようにしている。クラ
スは違うけれど、休み時間はＴ君と一緒に遊んで
いる。似た者同士なのでとても楽しい。休み時間
があっという間に終わってしまう。
　Ｔ君は、授業中に眠ってしまうことがある。特
別支援学級の担任の先生がＴ君を起こそうとして
も起きない時は、休み時間にぼくが呼ばれる。ぼ
くが、
　「Ｔ君、起きてー！」
と言うと、すぐに起きてくれる。ぼくの言葉に、
すぐに反応してくれるＴ君。そんな時ぼくは、す
ごく嬉しくなる。
　昨年ぼくとＴ君は、野外学習に一緒に行った。
自由時間には、やっぱり二人で昆虫探しをした。
二人でトカゲを捕まえた時は、とても盛り上がっ
た。夜も一緒に寝ることができ、Ｔ君との楽しい
思い出がたくさんできた。
　家で、ことわざを勉強している時、ぼくは、「気
が置けない」という言葉をなかなか覚えられな
かった。お母さんに、
　「あなたの気が置けない友だちは、Ｔ君だよね。」
と言われて、この言葉を覚えることができた。「気
が置けない」とは、気をつかったり、遠りょがい
らないという意味だ。
　この作文を書いている間も、Ｔ君のことを考え
たり、思ったりするだけで、ワクワクする。ぼく
の自慢の友だち、Ｔ君、これからもずっと、ずっ
と、ずっと友だちでいて欲しい。

【中学生部門】◆千葉県

「ごめんなさい」と「ありがとう」	
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　小学生のとき、私は習い事が終わったあと、習
い事で知り合った健聴の友達とよく遊んでいた。
私がろう者ということもあって、皆、最初は戸惑っ
ていたが、ゆっくり話したり、身ぶりをつけてく
れたりと工夫して話してくれて、会話が弾んだ。
それがとても嬉しくて、私は心一つという気持ち
で遊んでいた。
　しかし、ある日のこと、いつものように皆で遊
んでいるときに、友達の一人が勢いよく話しかけ
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てきた。興奮していたのか、早口で口形も小さく、
何を言っているのかが分からなかった。「もう一
回言って」と私が聞き返すと、その友達は急にはっ
となって「ごめんなさい」と謝ったのち、もう一
回ゆっくりと話してくれた。今度は理解できた。
とてもおもしろい話だったのに、私は笑えなかっ
た。その友達が言った「ごめんなさい」という言
葉が心に引っかかったままで、ずっと忘れられな
かったのだ。
　私への気遣いを忘れてしまったことに対して友
達は謝ったのだろう。そう分かっていても、その
ときの私は無性に悲しかった。私は「かわいそう」
と同情されているのだろうかと、どこか疑心暗鬼
になってしまい、健聴の人との関わりを避けるよ
うになった。
　中学生になって習い事を辞めてしまい、健聴の
人と話す機会は少なくなってしまった。
　しかし、今年の夏にこんなことがあった。外出
先でバス停に並んでいるときに、おばあさんに道
を聞かれた。マスクをつけていたので、何を言っ
ているのか分からない。聞き返して、また「ごめ
んなさい」と言われるのかと思うとおばあさんと
向き合うのが怖かった。
　「私は耳が聞こえません。すみません。他の人
に……」と言い、そっぽを向こうとしたとき。お
ばあさんは「待って」という身ぶりをして私を引
きとめた。マスクをとり、口を大きく開けて、も
う一回話してくれたのだ。おかげで今度は話の内
容を理解することができた。私もおばあさんの気
持ちに応えようと一生懸命に道を教えた。おばあ
さんに「ありがとう」とお礼の言葉を言われたと
き、とても温かく、優しい気持ちになった。
　バスに乗り、おばあさんのことを案じていたと
き、ふいに友達から「ごめんなさい」と言われた
ことを思いだした。私はろう者であるということ
を言い訳にして、傷つくことを怖れて、健聴の友
達から逃げようとしていたのではないか。障害の
せいで差別されているかもしれない、同情されて
いるのかもしれない。そんな気持ちで、私は自分
から壁を作っていたのではないか。
　しかし、おばあさんは障害など関係ないと言わ
んばかりに、私を一人の人として普通に接してく
れた。思えば、あの友達もそうだった。いつもゆっ
くりと分かりやすく話してくれた。それは差別や
同情などではない。それなのに、たった一度のこ
とで私は卑屈になりその友達の気持ちを自分から
拒んでしまった。相手が私を思ってしてくれてい
ることを私は当たり前のことのように思ってい
た。障害を持っているからといって、受動的であっ

ていいはずがない。少しの違和感で「差別されて
いる、同情されている」と一方的に思っていたら、
どんな法律ができても、何も変わらない。
　自分から心を開いていこう。これからは障害を
抜きにして、おばあさんがしてくれたように一人
の人として沢山の人に関わっていきたい。思った
こともちゃんと話そう。
　「ごめんなさいなんて、ちょっと寂しいよ。
　そんなこと気にしなくていいって。」
　そう言えばいい。ちゃんと向き合おう。
　「ありがとう。」
　様々な人とコミュニケーションをとって、そう
言ってもらえるような人になっていきたい。

【中学生部門】◆福井県
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　私には、七才年下の従弟がいる。隣に住んでい
る父方の伯父の子供だ。結婚して五年、なかなか
子供ができなかった伯父さんに子供ができたと聞
いた時、私自身もちょっとうれしかった。産まれ
た日にはすぐ病院まで見に行って喜んでいたのを
覚えている。しかし、産まれて二、三日して伯父
さんから聞いた時ショックをうけた。
　「産まれてきた子供が障害者かもしれない。ダ
ウン症かも。」
と言われた。私の同級生にも同じダウン症の子が
いて、その子と同じかと思うとどの様に接してい
いのか私自身分からなくなった。検査の結果やは
りダウン症だと言う事が分かった。小さい時はダ
ウン症がどういう障害かが分からなかったが、調
べてみると、先天性の障害で染色体の異常からう
まれると言うことが分かった。けど、自分の従弟
だけはそうであったとしても普通の生活ができる
に違いないと思っていたが、やっぱり健常児と比
べたらとんでもなく違っていた。首がすわるのが
遅い、歩くのが遅い、しゃべりはじめるのが遅い。
やはり、何もかもが遅かった。けど、どんなに遅
くても確実に成長していった。三才になる頃には
歩ける様になり、六才ぐらいになるとしゃべれる
様になってきた。けど、何かをしゃべっているの
は分かるのだが、何と言っているのかは最初の自
分の名前しか分からない。だから、「こう言って
るんか」と聞いても「ちがう」と首をふって腹を
たててどこかへ行ってしまう。「ちがう」はちゃ
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んと聞けるのに、私も訳わからんし聞かないでお
いてしまった。そんなある日いつも通りまた自分
の名前の後、訳の分からないことを言いだした。
訳分からんと思いつつ、隣にいたその従弟の妹に
　「何て言ってるの。」
と聞いてみた。きっと何か分からんけど言って
るって言うんだろうなと思っていたのに
　「早くご飯食べねっておばあちゃんが言ってる
やって。」
と言われた。私は、一瞬びっくりして、従弟に
　「そうなんか。」
と聞いたらうなずいてきた。私にはとてもしょう
げきが走った。こんな小さい子には理解できて、
理解できないとはどう言う事なのか。不思議に
思っていた時、私ははっとした。私は従弟の言っ
ている事を理解しようと思って聞いてなかった
と。私は自分自身をすごく恥いた。それから理解
して聞こうと従弟の言っている言葉に耳を傾け
た。そうすると何を言っているのかが段々とわか
る様になり、それに対してうけ答えをすると従弟
もにっこり笑ってくれる様になっていった。今で
は生意気な事も多少いえる様になっていて時々腹
がたってケンカっぽくなる事があるまでになっ
た。逆におもしろい事も沢山言って来てくれる。
　私自身今までは障害者イコール何もできないと
言うがいねんにとらわれていて、接する事もまと
もにしていなかった。それが障害者の従弟ができ、
自分自身が障害者に対して理解できる様になり、
接し方も変わってきた。障害者と言う言葉よりは
個性のある人と思える様になった。そう思える様
になったのもダウン症の従弟ができたおかげだと
今では感謝をしている。まだまだ世の中では障害
者に対する態度はひややかなものだと思う。完全
に理解してほしいとは言わないが少しでも理解し
てもらえば、もっと障害者が住みやすい世の中に
なっていくと思う。

【中学生部門】◆福岡市
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　「十人十色」という言葉を知っているだろうか。
一人一人がそれぞれ違う個性を持っているという
意味だ。僕はこの言葉こそ今、一番学ぶべき言葉
ではないかと思う。
　そう思い始めたのは、一人の友達との出会いが

きっかけだった。彼はいつも明るくて力強く、し
かもいつも会うたびにあいさつしてくれる心優し
い一つ年上の少年だ。そして彼は生まれつきの病
気で車いすに乗っていた。
　僕が彼と出会ったのは小学二年の時だった。初
めて彼を見た時、僕は正直「うわっ」と思った。
当時僕は車いすを本の中でしか見たことがなかっ
たので「本当に乗っている人がいるんだ。」とびっ
くりしてしまった。そして、ついかわいそうだと
も思ってしまった。そんな僕の表情を察したのか、
彼は自分から自分の足について語り始めた。そこ
で僕は彼の強さを知った。もし自分が彼の立場な
らば、自分の障がいは自分の弱点だと思い、それ
を嫌うだろうと思った。しかし彼は自分の足につ
いていきいきと話し出したのだった。
　「僕の足はちょっと不自由だけど全く気にして
いないよ。車いすは楽だし、足が使えなくても出
来ることはたくさんあるんだ。」
　彼はそう言い切った。僕は彼の言葉に心を大き
く揺さぶられた。実は自分も障がいとよべるほど
のものではないが、アレルギーを持っていた。当
時は、人が食べられるものを自分が食べられない
ということが嫌で、自分は人と違うと思い、それ
を弱点だと感じていた。しかし、彼の、自分の持っ
ている弱点と向き合う姿から「弱点なんかじゃな
い。むしろ、それも個性の一つなんだ。」と思った。
当時はまだ小学二年生だった僕ではあったが、悩
みを振りはらってくれた彼とその言葉との出会い
は大きな衝撃だった。
　それから彼とのつきあいが始まったが事実、彼
は本当に強かった。運動面では、車いすバスケッ
トをして日々汗を流し、それ以外でもピアノを習
うなど様々なことに挑戦し、個性にあふれてかっ
こよかった。そんな彼を僕は大好きだった。
　ある日のこと、僕は彼に会いに行こうと一学年
上の教室に向かった。そして、その教室の近くで
彼の同級生の言葉を偶然耳にした。
　「ねえ、一組の○○（彼）って知ってる。」
　「知っとうよ。車いすの子やろ。」
　「そうそう車いす。あの子ちょっと話しづらい
やん。」
　「そうそう、分かる。ちょっと車いすってだけ
でも抵抗あるよね。」
　僕は何気なく話していた彼女たちのその会話に
すごい怒りを覚えた。何でそこしか見ようとしな
いのか。彼にはもっと優れたところがたくさんあ
るのに、たくさん個性があるのに何でそっちに目
を向けないんだ。と本気で怒った。その時、僕は
彼と初めて会った日のことを思い出した。自分も
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初めて会った時「うわっ」と思ってしまったのだ。
自分を彼女たちのどこが違うんだと思った。しか
し、すぐに違うと思い直した。僕は彼のこともちゃ
んと知ろうとした。知ってその個性を認めようと
した。個性を認めようとする努力もせず、遠くで
こそこそ話す彼女らとは違うと自信を持って思う
ことができた。そして、それと同時に一人一人の
個性を認めることの大切さを知るきっかけとなっ
た彼に本当に感謝した。
　中学生になってすっかり彼とは疎遠になってし
まったが、今の世の中の雰囲気を感じるたびに、
彼との出会いを思い出す。今の世の中は人と
ちょっと違うところを「キモイ」のひと言ですま
せ、すぐに差別の対象とする。少し違うところも
個性として見れるのにと思う。一人でも多くの
人々が個性の良さに気付き始めたら差別やいじめ
は減っていくのではないだろうか。「十人十色」
の真の意味をみんなが知り、それぞれの個性が輝
き、互いが認め合えるようでありたいと僕は思う。

【高校生・一般部門】◆石川県
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　「名前、なんていうの？」他の子ども達が花火
の登場に興奮している中、その子は私に問いかけ
ました。しかし、この子が聞いているのは私では
なく、私の隣で車椅子に座っている兄の名前です。
　この日は、町内の納涼会がありました。夕暮れ
時に町内の人が集まり、皆でお弁当を食べたり、
すいか割りをしたり、じゃんけん大会やビンゴ
ゲーム等をして楽しみました。そして辺りが暗く
なり、灯り無しでは誰が誰なのかも分からないく
らいになりました。けれど、子ども達は少しも怖
がらず、むしろウキウキとしていました。なぜな
ら、これから今日の目玉、花火が始まるからです。
　困ったことにその日はとても暑く、辺りが闇に
包まれた頃、やっと涼しくなりました。すると、
母は今まで家に居た兄を車椅子に乗せて連れてき
ました。私は町内の子どもの中では一番年上なの
で、花火は遠慮しておこうかなと思い、兄の隣に
あった椅子に腰かけました。
　ここまで読んで下さったみなさんは分かるよう
に、私の兄は障害者です。一人で歩くことも食事
をすることも出来ませんし、会話が成り立つこと
もない。一般の人が「障害者」と聞いて、真っ先

に思い浮かぶタイプじゃないかと思います。けれ
ど、言葉は通じなくても、感情はありますし、性
格もあります。私の兄は人が大好きで、この日の
ように人が集まっている所だと喜びます。
　私は兄に、皆が居て嬉しいねぇと声をかけまし
た。すると「嬉しいの？」と意外な人から返事が
返ってきました。声の主は、同じ町会の小さな男
の子でした。先ほどのビンゴ大会でも積極的に私
に話しかけてくれた、とてもフレンドリーな子で
す。男の子はもう一度「嬉しがってるの？」と聞
きました。私は「うん。人がいっぱい居るのが好
きなんだよ。」と答えました。男の子は「へぇ」
と呟き、兄を不思議そうに見つめました。
　兄に興味を持つ子どもはよくいます。ですが、
そのほとんどは遠くから見ているだけで、その目
には「得体の知れない者への恐れ」が含まれてい
ます。ですから、この男の子も、もう花火の方に
行ってしまうのだろうなと、そう思っていました。
ですが、男の子は「名前、なんていうの？」と聞
いてきました。その後も「何歳？」「どうしてこ
うなったん？」
　「足、変になってない？」「どうして喜んでるっ
て分かるの？」と様々な質問をしてきました。
　ひとしきり質問をすると、男の子は最後に「一
緒に居たほうがいい？」と聞いてきました。私は
一瞬意味が分からなかったのですが、最初に私が
言った事を思い出しました。皆が居て嬉しいねぇ。
私が兄に向けて言った言葉を、男の子は覚えてい
たのです。聞いて、知って、理解しようとする、
大人でさえ見ないフリをする所を、男の子はきち
んと見つめて向き合ってくれました。それが本当
に嬉しかったです。ですが、男の子の花火の時間
を奪うわけにもいかないので、大丈夫だよと伝え
ました。
　男の子が他の子達の元へ向かった後も、私は兄
に話しかけました。もちろん返事はありません。
ですが、兄が楽しんでいることは表情から分かり
ます。
　以前、偶然SNSで障害者の事について批判的な
意見を述べている人を見つけたことがあります。
もはやただの悪口とか思えない文に、怒りで涙が
止まりませんでした。花火を好きな人も、嫌いな
人もいるように、好き嫌いがあるのは当たり前だ
と思います。でも、一つ悪口を言えば、それで傷
つく人も必ず一人はいるのだということを、その
人に知ってほしかったです。
　私は花火が好きです。あの男の子も、花火への
着火を急かしている所を見ると、花火が大好きな
ようです。そんなあの子が、花火の準備より兄の
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方へ来てくれた。花火ほど様々な色に変えられな
くても、綺麗な光で沢山の人を惹きつけられなく
ても、誰かをほぉっとさせる淡い温かな灯を、男
の子と兄は持っているのだと感じました。

【高校生・一般部門】◆富山県
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　平成二十七年八月、大学卒業後二年半勤めた勤
務先を退職した。今回退職を決断した大きな要因
は体力の問題だった。
　私は全身の筋力が徐々に衰えていく、デュシェ
ンヌ型筋ジストロフィー症という難病で、十歳頃
までは自分の力で歩いていたが、だんだん歩行困
難になり、現在は体幹コルセットを付けた状態で
起床から就寝まで車いすでの生活を送っている。
仕事は朝八時半から夕方五時までのフルタイム、
通勤時間なども含めると十時間以上を外で過ごし
ていた。病気は徐々に進行していくので、今日出
来たことが明日突然できなくなるということはな
い。就職した当初は健常者がそうするように、私
自身もずっと仕事を続けていけるものだと考えて
いた。しかし、二十五歳になった今、以前に比べ
るとかなり体力が落ちてきたと感じるようになっ
た。通勤も揺れる車に車いすのまま乗り込み、体
を支えていることがかなり負担になってきた。勤
務先の理事長や上司は熱心に慰留してくれたが退
職を決断した。なぜ片道四十分もの通勤時間の職
場を選ぶことになったのか。それには、大学時代
の就職活動が大きく影響していた。
　私は、十歳から十五歳まで肢体不自由児の特別
支援学校で過ごし、環境面では十分に手厚い支援
を受けた。しかし高校、大学は普通校に通った。
もちろん、階段など施設設備の面ではハンデを抱
えて一筋縄ではいかない学校生活だったが、障害
をも忘れさせてくれる充実した学生生活が送れた
と思っている。なぜなら高校では放送部に所属し、
校内放送や行事での司会進行、学校紹介ビデオの
作成など、全校生徒に向けた多くの活動が出来た。
いつも手伝ってもらうことが多い私にとって、誰
かのために何かができることは日常生活の励みに
もなった。
　大学は工学部に入り、福祉機器の研究を行った。
研究を進める中で、手元での作業はできるものの、
機械を操作したり、組み立てたりすることは難し
かった。しかしそれを打ち消すほど、充実した学

生生活を送っていた私は「障害をもっていても健
常者と変わらないことができるのだ。」という気
持ちが大きくなっていた。
　大学三年生になり、周囲からは大学院進学の道
もあるし、無理をして働かなくてもいいと言われ
ていたが、私の中ではもっと色々なことを経験し
たい、という気持ちが強かった。
　進行性の病気のため、いつまで元気でいられる
かわからない私は、自分がどこまで社会で通用す
るのか試してみたいという気持ちもあった。しか
し、いざ就職活動が始まると思いの外辛い日々が
続いた。原因は進行性の病気にあった。車いすの
ため車の運転もできない、上半身や心肺機能にも
問題がある私を雇ってくれる会社はなかった。こ
れまで高校、大学では障害をもっていることを意
識することは少なかったが、改めて現実を突きつ
けられた。大学のキャリアセンターの方も私の思
いを形にしたいと支援してくださった。しかし、
四年生の秋になるとハローワークでの相談を勧め
られたが、私の病気や状態からでは、外で仕事を
することは難しく、在宅の仕事しか無いとはっき
り言われた。
　そんな時、偶然新聞に掲載された求人情報が目
に入った。それが二年半働いた総合病院の事務職
だった。それまで病院の事務職は考えたこともな
かったが、ある意味では自分に合った職場なのか
と思えた。当然病院内はバリアフリーが整ってお
り、万が一の体調変化にも対応しやすい。仕事内
容は深く考えず選考に応募することにした。常時
車いすのうえに病気をもっているということを伝
えたところ、一度は返事を保留されたものの、快
く面接に応じてくれた。その結果、初めて内定を
得ることが出来た。
　仕事内容に関しては入職日まで伝えられなく、
出来ることなら何でもやるつもりでいた。
　配属された部署は、医療システム係、病院内の
パソコンの管理や電子カルテシステムの保守など
が主な仕事だった。高校や大学では情報系の勉強
をしてきたので、パソコンなどの知識は他より
持っているとアピールしていた。それを生かすた
めの仕事を与えてくれたのだと考え、一生懸命働
きたいと思った。また、病院では私がデスクにア
クセスしやすいよう、事務所内の配置を変えたり、
これまであった車椅子トイレを私が一人で使える
ように更に改良工事をしていただいたり、仕事を
する上で物理的なバリアはほとんど取り除いてく
れた。それだけではなく、長時間車いすに座って
いることで生じる痛みを軽減するため、リハビリ
の先生を通して、事務職員の方に体を持ち上げて
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もらう事も定期的にしていただいた。病院側の
様々な配慮により、心地よい職場環境で仕事がで
き、社会の中で生きていくことの喜びや辛さも経
験することができた。
　働き始めてから二年が過ぎた頃から体力的な衰
えを感じるようになった。就職当時は、とにかく
仕事をしたいという思いが強く、長時間の通勤な
どが体に負担がかかることまで考えていなかった。
　そして退職を決断した今、私と同じ筋ジストロ
フィー症の方や障害者が集い、情報交換や様々な
ケアを行う場を作りたいという新たな目標ができ
た。その理由は、同じ病気の人や家族の方が、色々
な悩みや困難さを抱えている現状を知り、私自身
の学生時代の経験や就職活動、仕事の事など、よ
り多くの人に伝え、サポートできたら良いのでは
と考えたからである。
　また、富山県では今年開業した北陸新幹線の効
果を最大限に取り込もうと様々な努力をしてい
る。しかし、現状では観光のバリアフリーという
点までは及んでいない。実際、富山の玄関口富山
駅の中には、車いすでは乗れないエレベーターが
設置されているなど、目を疑いたくなるバリアー
が存在している。そのような問題を少しでも減ら
し、真のバリアフリー県を目指す活動もしたいと
考える。
　夢や希望を持つことは容易いが、それを現実に
するためには計り知れない困難もあるだろう。そ
の上病気の進行を止めることは難しく、私に残さ
れた時間は限られている。
　しかし今ならまだできる、そして自分にしかで
きないことをやるため、夢の実現への第一歩を踏
み出したい。

【高校生・一般部門】◆堺市

「出
で

会
あ

い・巡
めぐ

り会
あ

い」
花
はなたに

谷　静
しずか

　障害を持つ人との初めての出会いは、私が小学
一年生の時でした。同じクラスにいたＹちゃんで
す。Ｙちゃんは、言葉が話せなくて時々よだれが
出ていました。そして授業時間は、今で言う支援
学級に通級していました。
　小学生の私は、おっとりしていて、クラスメイ
トからは、意地悪を言われたり、よくからかわれ
る、そんな子供でした。
　休み時間に、Ｙちゃんとおしゃべりをしたりし
て遊んでいると「Ｙちゃんにばい菌がうつるから

しゃべらんといて」と言われたこともありました。
　そんなある日、クラスメイト数人でＹちゃんの
家に遊びに行く事がありました。団地の狭い家で
したが、小学生が数人、Ｙちゃんの家に集まり、
私もその中の一人でした。
　その時の事で印象に残っているのは、Ｙちゃん
のお母さんが「Ｙちゃん良かったね。沢山お友達
が遊びに来てくれて良かったね。」とＹちゃんに
話かけていた事です。
　その学級は、一年生から二年生まで持ち上がり
でしたが、担任だけＴ先生にかわりました。
　ある日、相変わらず鈍臭い私に対して、いつも
の意地悪を言う女の子達が言いました。
　「Ｙちゃんですらできるのに、そんなこともで
きないのか？」と。
　側でその様子を見ていたＴ先生は、すかさず
「“Ｙちゃんですら”とはどういうこと。」と、少
し強い口調で言いました。「Ｙちゃんですら」と
いう言葉が、同級生であるＹちゃんを見下してい
る表現であることを、先生は注意したのでした。
私は、その言葉が頭から離れず、ずっと心に残っ
ていました。
　三年生になってＹちゃんとはクラスが離れ、四
年生になると同時に私は転校し、その後一度もＹ
ちゃんに会うことはありませんでした。
　年月が経ち、大人になった私は、結婚をし、出
産をしました。普通の妊娠生活を送り、安産で長
男を産みました。
　しかし、長男は二才を過ぎても言葉が通じにく
く、ちっともじっとできなくて、少しでも目を離
すと、どこかへ行ってしまいました。
　仕事の都合で預けた託児所では、手に追えない
とのことで、保健センターを通じて、公立の保育
園へと転園することになりました。
　その時に、初めて我が子が他の二才児と違うこ
とに気づきました。保育園では、加配の保育士が
つきました。それでも私の中に、自分の子供に障
害があるという認識はありませんでした。
　しかし年令が上がるにつれ、更に他の子供との
違いはあきらかになり、四才の時に初めて病院を
受診し、知的障害を伴う自閉症と診断されました。
　その時の気持ちは、言葉では表せない程の
ショックでした。初めての子育てで戸惑いながら
も一生懸命に育児をし、何より最大限の愛情を
持って接してきました。「どうして私の子供が」
そんな想いと同時に涙が溢れてきました。
　そんな気持ちから立ち直ることができたのは、
長男の笑顔でした。障害があると診断された日か
らも、それ以前と何も変わらない長男の笑顔。ど
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んな将来が待っているのかはわからないけれど、
今、ここにいる私の子供は、昨日も今日も明日も、
変わらず私の側にいて、可愛い笑顔を見せてくれ
る。障害があってもなくても、その笑顔と同じだ
け、私も変わらず長男を愛していることにに気づ
き、障害も一緒に長男の全てを受け入れる決心を
したのでした。
　やがて、長男も就学の時期を迎えました。
　悩みましたが、地域の小学校に入学することに
決めました。
　入学式の時は、体育館に長男の泣き声が響きま
した。そして、式の後、先生に手を繋がれて退場
してきた長男を見て、Ｙちゃんの事を思い出しま
した。あの頃、Ｙちゃんは、今の長男のように、
不安な気持ちの中で、入学式を迎えたんだろうな。
　長男が小学二年生の時に、人権教育の一つとし
て、長男の障害について、学年全員の前で話をす
る機会を与えていただきました。
　皆、しっかり話を聴いてくれて、その後に一人
一人からお手紙をもらいました。
　長男を通じ、初めて知った自閉症のこと、長男
の、皆と少し違う行動の理由の理解、そして思い
やりの言葉が綴られていました。
　私は、この機会を、小学二年生の時に与えてい
ただけた事を、とても良かったと思っています。
それから卒業するまで、沢山の友達に支えられな
がら、楽しく通学することができたからです。

　長男を、健常児と交ざる地域の小学校に入学さ
せた時から、私が小学二年の時に、Ｔ先生が教え
て下さったあの出来事が、常に頭の片隅にありま
した。
　自分の子供が、あの頃のＹちゃんと同じように
支援学級に通い、沢山の友達に囲まれて学校生活
を送っている。その関わりの中に、あの日のＹちゃ
んのお母さんの気持ちが見えた時もありました。
　長男の二年生の終業式の朝、初めてわかった事
がありました。いつも温かく見守ってくれた長男
の担任の先生は、私の担任だったＴ先生本人だっ
たのです。あり得ない話ではありませんが、この
巡り合わせに、お互いとても驚き、私は、全ての
出会いに意味がある事を感じずにはいられません
でした。
　長男は、この春、支援学校の高等部を卒業し、
企業への就職を目指して支援センターで訓練を受
けてがんばっています。
　沢山の出会いと、支援をして頂く方々にはいつ
も感謝の気持ちでいっぱいです。
　そして、健常と言われる人と、障害者と言われ
る人の間に、常に優しい風が流れることを願って
やみません。

※�このほかの入賞作品（佳作）は、内閣府ホームページ（http://
www8.cao.go.jp/shougai/kou-kei/27sakuhinshu/index.html）
でご覧いただけます。
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